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㈱アラスカ	 （後‒ 8）

（東青支部）
　豊産管理㈱	 （前‒ 3）
　㈱大坂組	 （前‒ 3）
　大矢建設工業㈱	 （前‒ 2）
　㈱西田組	 （後‒ 2）
　㈲東奥化学	 （後‒ 4）
　㈱青森資源	 （後‒ 5）

（中弘南黒支部）
　㈱丸勝小野商事	 （前‒ 1）
　㈱丸源産業	 （後‒ 4）
　㈱兼建興業	 （後‒ 3）
　㈲東北クリーン	 （後‒ 4）
　北砲興発㈱	 （後‒ 1）
　㈱青南商事	 （後‒ 7）

（西北五支部）
　㈱伊藤鉱業	 （前‒ 1）

（三八支部）
　㈱庄司興業所	 （前‒ 2）
　㈲マモル商運	 （前‒ 4）
　第一清掃㈱	 （後‒ 1）
　環境技術㈱	 （後‒ 3）
　㈱ウィズウェイストジャパン	 （後‒ 2）
　㈲柏崎清掃社	 （後‒ 6）
　㈲小沢土木	 （後‒ 7）

（上十三支部）
　㈱みどり	 （前‒ 4）

（下北支部）
　㈱青森クリーン	 （後‒ 5）
　菊池トラック㈱	 （後‒ 4）

（賛助会員）
　環境保全㈱	 （後‒ 3）
　MCCユニテック㈱	 （後‒ 6）

表紙写真の説明

鶴の舞橋と岩木山

　鶴の舞橋は、鶴田町の津軽富士見湖に架かる全長300メートルの三連太鼓橋で、木造の橋とし

ては日本で最長です。
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自然を守ろう、クリーンな津軽自然を守ろう、クリーンな津軽

代表取締役社長　　増　田　教　正

〒038－3151 青森県つがる市木造若竹13番地
　　　　　　　　TEL（0173）42－2279 ㈹　FAX（0173）42－5140
　青 森 事 務 所　TEL（017）735－9051
　　　　　　　　FAX（017）723－3577
　仙 台 事 務 所　TEL（022）374－8702（FAX兼用）
　アスファルト　つがる市木造館岡上沢辺143－107
　合材センター　TEL（0173）45－3204 ㈹
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求められているのは自然環境を生かした
　　　　　　　　　　　感動を呼ぶ街づくりです

許可所持県（収集運搬業） 
青森県 秋田県 岩手県 宮城県 
福島県 東京都 千葉県 埼玉県 
神奈川県 
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未来へつなぐ　Ｆｉｅｌｄ  Ａｒｔｉｓｔ

 株式会社 み　ど　り
URL　http：//www．kkmidori．co．jp

〒034-0041　青森県十和田市大字相坂字高清水78番地455　　
TEL  (0176)23-9199 FAX (0176)23-9394　　

代表取締役　岡　田　寛　紀　　

【営業種目】

□総合建設業 □一般貨物自動車運送事業

□産業廃棄物処理業 □古物商

□一般廃棄物処理業

みどり　十和田市 検 索 

 認証番号0009856 
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新春のご挨拶
　　　

一般社団法人　青森県産業廃棄物協会　　　　

　　会長　　天内　修　　

　皆様、明けましておめでとうございます。

　皆様には健やかに新年をお迎えのことと、お慶び申し上げます。

　昨年を振り返りますと、当協会では、大きな問題も無く、また、会員皆様のご協力のも

と、事業を推進することができました。改めて会員の皆様のご協力に感謝申し上げます。

　さて、循環型社会・低炭素社会の構築に向けた資源循環を基調とする社会経済システム形

成のために産業廃棄物業界が担う役割は重要なものとなっております。しかしながら、当業

界に限らず全国的に人手不足が深刻な課題となっております。一昨年の12月に県が当協会の

会員を対象にしたアンケート調査でも、大部分の会員が、求人に対して応募がない、又は少

なく、人手不足であるという認識を有しているという結果が出ています。その要因として、

有資格者や新規採用者の人材確保が困難、職業としての魅力の低さ、賃金その他の労働環境

に関する問題等が考えられる、としています。県では、調査結果をもとに、業界のイメージ

アップ不足などの課題への対応は、行政においても考えていく必要があるとしています。産

業廃棄物業界が期待される役割・責任を果たすために、今後、県と連携、協力してこの課題

に取り組んでいきたいと考えています。

　ところで、昨年は、全国各地で豪雨、台風、地震による大きな被害が発生しました。

県では、昨年３月に市町村、関係団体等と広域的な連携を図りながら、災害廃棄物の適正処

理の確保、円滑かつ迅速な処理を図るため、「青森県災害廃棄物処理計画」を策定したと

ころです。各市町村においても計画策定の動きがあると聞いております。また、県と当協会

は、平成20年３月に「大規模災害時における災害廃棄物の処理等に関する協定」を締結して
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いるところです。処理計画及び協定において期待されている協会の役割を果たすため、態勢

の整備及び県、市町村との連携強化を図って行く必要があります。災害発生時に迅速、円滑

に対応するためには、会員の皆様のご協力が必要となりますので、皆様には平常時における

備えをお願い申し上げます。

　協会としては「地域社会と県民から信頼される青森県産業廃棄物協会」という理念をしっ

かりと継承しつつ、会員の皆様のご支援とご協力を頂戴しながら、諸課題に取り組んで参り

たいと考えております。どうか本年もよろしくお願い申し上げます。

　結びに、新たな年が会員の皆さまとご家族様にとりまして慶びの多き年でありますよう祈

念申し上げ、新年のご挨拶といたします。
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協会ニュース

 ◆　天内修会長が県褒賞を受賞

　天内修会長（有限会社東奧化学代表取締役）が、平成30年度青森県褒賞（保健衛生）を受
賞されました。天内会長を含め個人46人、５団体が受賞されました。
　褒賞式は、平成30年11月15日、青森市のホテル青森で行われ、三村知事から授与されまし
た。
　天内会長は、昭和54年に個人創業し、平成元年に有限会社としその代表取締役として、39
年の長きに渡り産業廃棄物処理事業に従事され、平成13年から当協会の役員として、協会の
社会的信用の向上を図るため積極的な役割を果たしてきました。また、協会の組織拡充の必
要性を重視し、未加入産業廃棄物処理業者への入会勧誘活動に尽力し、組織強化に大きな役
割を果たしました。
　さらには、不法投棄監視パトロールや不法投棄防止撤去推進キャンペーンなど適正処理普
及啓発活動を積極的に実施し、本県の生活環境の保全に尽力しました。
　なお、天内会長は更生保護の功績が認められ、平成30年度秋の藍綬褒章も受章されまし
た。

三村知事から授与される天内会長 表彰者全員で
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表彰状を受ける岡田理事 奥様と一緒に

 ◆　岡田寛紀理事が環境大臣表彰を受賞

　岡田寛紀理事（上十三支部長、株式会社みどり代表取締役）が、平成30年度循環型社会形
成推進功労者等環境大臣表彰（産業廃棄物関連事業功労）を受賞されました。                                           
　表彰式典は、平成30年11月16日、金沢市で開催された「第17回産業廃棄物と環境を考え
る全国大会」において行われ、受賞者31名の方に表彰状が授与されました。
　岡田理事は、平成４年に株式会社みどりに入社以来、26年の長きにわたり、産業廃棄物処
理事業に従事され、その間、排出事業者に対して、適正処理を確保するために必要な委託契
約の締結、マニフェストの使用と記載の仕方などの指導を通じて、熱心に啓発活動に取り組
んでこられました。
  また、平成18年から協会理事、平成23年から上十三支部長を勤め、不法投棄監視パトロー
ルや不法投棄防止撤去推進キャンペーンに対して、自社従業員の派遣や車両・重機の提供に
積極的に協力されるなど、県民の環境保全意識の高揚に努めてこられました。
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代理で授与される相内立己氏 受賞者の方と

 ◆　相内喜久男氏が青森県知事表彰を受賞

　当協会会員の相内建設株式会社代表取締役 相内喜久男氏が、平成30年度青森県循環型社会
形成推進功労者等表彰（廃棄物関係事業功労者）を受賞されました。同表彰は、相内氏を含
め４人の方が受賞されました。
　表彰式は、平成31年１月17日、青森市のアピオあおもりで開催された「もったいない・あ
おもり県民運動推進大会」（主催：青森県、もったいない・あおもり県民運動推進会議）に
おいて行われました。
　相内氏は、相内建設株式会社が平成４年に産業廃棄物処理業の許可を取得して以来、26年
の長きに渡り産業廃棄物処理業務に従事し、その間、マニフェストの普及や廃棄物の適正処
理のための啓発を行ってこられました。
　また、東青支部会員として不法投棄監視パトロールや不法投棄防止撤去推進キャンペーン
の実施に当たっては積極的に参加し、自社従業員の派遣や運搬車両、重機等の提供に積極的
に協力されるなど、県民の環境保護意識の高揚のために尽力されました。
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天内会長の新年挨拶

左から　天内会長　岡田理事　相内氏（代理）

滝沢参議院議員のご祝辞

森内県議会議員の乾杯のご発声

◆�　平成31年新年会・受賞祝賀会を盛大に開催

　平成31年１月25日(金)、青森市の国際ホテルにおいて、会員事業所の役員、幹部など約90

名が出席し、平成31年新年会と併せて、県褒賞を受賞された天内修会長、環境大臣賞を受賞

された岡田寛紀理事、県知事表彰を受賞された相内喜久男氏の受賞祝賀会が盛大に開催され

ました。

　来賓として、当協会顧問の参議院議員滝沢求氏と青森県議会議員森内之保留氏がお忙しい

ところご出席されました。

　天内会長の新年会の挨拶に引き続き、大矢副会長から受賞者のご功績の紹介と花束及び記

念品が贈呈されました。滝沢参議院議員からご祝辞を頂き、受賞者から謝辞がありました。

　森内県議会議員の乾杯のご発声で開宴し、大いに交流が深められました。
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基調講演 パネル討論会

◆　「第17回産業廃棄物と環境を考える全国大会」に参加
 
　平成30年11月16日、（公社）全国産業資源循環連合会等の産業廃棄物関係３団体の主催に

よる「第17回産業廃棄物と環境を考える全国大会」が金沢市において全国の関係者が参加の

下、盛大に開催されました。

　当協会からは、天内会長、大矢副会長、山田専務理事及び和島理事の４名が参加しました。

　平成30年度循環型社会形成推進功労者等環境大臣表彰（産業廃棄物関係事業功労）式典が

行われ、受賞者31名の方に表彰状と記念品が授与されました。

　当協会からは、岡田寛紀理事（上十三支部長）が、この栄えある賞を受賞されました。                                                         

　表彰式典後は、次のとおり基調講演及びパネル討論会が行われました。

　１　基調講演

　　　「AI・IoTの活用と資源循環」

　　　小野田　弘士　氏（早稲田大学大学院・エネルギー研究科教授）

　２　パネル討論会

　　　「資源循環の促進と排出事業者責任」

　　　　コーディネーター

　　　　　　　　　長岡　文明　氏（ＢＵＮ環境課題研修事務所主宰）

　　　　パネリスト

　　　　　　　　　成田　浩司　氏（環境省環境再生・資源循環局廃棄物規制課長）

　　　　　　　　　蔵本　和夫　氏（石川県生活環境部次長）

　　　　　　　　　森　　幸治　氏

　　　　　　　　　（小松マテーレ株式会社エンジニアリング部環境エネルギー課長）

　　　　　　　　　毎田　正男　氏（クリーンライフ株式会社代表取締役）
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◆　労働安全研修会

１　開催日及び開催場所　平成30年８月28日（火）（八戸市、きざん八戸）

　　　　　　　　　　　　平成30年９月18日（火）（青森市、ウェディングプラザアラスカ）

　　　　　　　　　　　　平成30年９月19日（水）（弘前市、弘前文化センター）

２　講師及びテーマ　　　青森労働局　労働基準部　健康安全課

　　　　　　　　　　　　健康安全課長　大田　　真　氏

　　　　　　　　　　　　労働災害事例と防止対策及び安全基準における留意点について

　　　　　　　　　　　　（一社）青森県産業廃棄物協会

　　　　　　　　　　　　事務局長　中嶋　栄介

　　　　　　　　　　　　安全衛生規程作成支援ツールについて

３　参加人数　　　　　　八戸会場：40名

　　　　　　　　　　　　青森会場：41名

　　　　　　　　　　　　弘前会場：49名

　大田講師から、資料をもとに次のようなお話がありました。

・�青森労働局管内では、死傷者（休業４日以上）数が、平成27年に過去最少の1054件であ

り、平成29年には1281件と増加している

・�業種別では、商業、社会福祉施設が平成27年以降増加傾向にあり、三次産業対策が重要に

なっている。

・事故の型では、転倒が多い。寒冷地では冬場に転倒事故が多い。

・�産業廃棄物処理業における平成25～29年の事故の型別発生状況で最も多かったのは墜落・

転落である。全52件のうち18件であった。

・�産業廃棄物処理業における平成25年～29年の傷病名別労働災害発生状況で最も多かったの

は骨折である。全52件のうち29件で55％を占めていた。

大田講師 中嶋事務局長
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聴講の様子

・�墜落・転倒災害防止（荷役作業）について、労働者へ遵守させる事項として、荷役作業を

行う前に、貨物自動車周辺の床・地面の凹凸等を確認し、また、資材が置かれている場合

には整理・整頓してから作業を行うことなどがある。

・�これからの安全衛生活動では、職場に存在するまたは次々と発生する危険の芽を見つけ、

いち早く摘みとることである。危険を危険と感じる感受性が必要となる。

・異常時の措置として、止める（停める）、呼ぶ、待つがある。

　中嶋事務局長からは「モデル安全衛生規程及び解説」の活用について説明がありました。

・�安全衛生規程とは、各事業者が「労働災害の防止及び労働者の健康の保持促進」に寄与す

るために実施すべき事項を文書化したもの。

・�「モデル安全衛生規程」は、各事業所が安全衛生規程を作成するための雛形として作成さ

れたものである。

・「モデル安全衛生規程」の活用方法として、

　�「自社の業態・作業内容」等を再確認する。→「モデル安全衛生規程」から自社事業場の

作業を洗い出す。→「モデル安全衛生規程」から文書化する。→　不足箇所等を補完し、自

社の規程を完成させる。→　規程に従って安全衛生活動を実施　という流れである。

　　※�当日、配付した資料は協会ホームページの「活動報告」中の「セミナー・研修会」

に掲載しています。
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意見交換の様子 現状を説明する菊池理事

◆　行政座談会の開催

１　開 催 日　平成30年11月６日（火）

２　開催場所　青森市　ウェディングプラザアラスカ

３　出 席 者　青森県環境生活部環境政策課及び環境保全課

　　　　　　　　西谷環境保全課長ほか５人

　　　　　　　青森市環境部廃棄物対策課

　　　　　　　　竹内参事

　　　　　　　八戸市環境部環境保全課

　　　　　　　　四戸課長

　　　　　　　当協会

　　　　　　　　天内会長ほか役員21人

４　テ ー マ　「あおもり循環型社会推進協議会の事業見直しについて」

　県から、不法投棄防止撤去推進キャンペーン事業の実施箇所数やキャンペーン候補地の選

定基準の見直し等について説明があり、協会側からは、キャンペーン実施の現状や問題点

について説明しました。また、役員からは、産廃税の使途についての質問や意見がありまし

た。事業の見直しについては、来年度に向けて県と事務局が協議を継続することとしまし

た。
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◆　管理者研修会の開催

　協会会員企業の役員、管理・監督者を対象として、次のとおり開催しました。
１　開 催 日　平成31年１月25日（金）
２　開催場所　青森市　国際ホテル
３　講　　師　青森労働基準監督署　労働時間相談・支援班　班長　池上　　寛　氏
４　テ ー マ　働き方改革関連法とその留意点
５　受 講 者　約90人

池上講師からは、
①�　時間外労働の上限規制は、中小企業については2020年４月１日からなので、2019年度

は、試行して体制を整備して欲しい。
②�　年５日の年次有給休暇の取得は、就労予定日に取得させる必要がある。日曜日、休日に取

得させることは違反である。事業の暇な時期とか、長期休暇に付加するなど工夫すること。
　�　有給休暇の取得理由を追及しないこと。理由によって休暇取得を拒否することはできな

い。企業側ができることは、時季変更権の行使だけである。
　休暇残日数をメモ程度に把握している企業が多いので、休暇表などで管理すること。
③�　2023年４月１日から、月60時間を超える残業の割増賃金率が25％から50％に引き上げ

られる。
　　施行日までに残業を60時間以内にすることを目標として欲しい。
④�　労働時間の客観的把握が義務づけられる。タイムカードやパソコンで客観的に把握する

必要がある。出勤簿に押印だけというのは、客観性が認められないので改善が必要である。
　　サービス残業はさせないこと。
　�　休憩時間は、労働者がその意思で自由に使える時間である。荷待ち時間等は、労働時間

となることを認識すること。
などの説明がありました。
　※�当日の資料の一部は、協会ホームページの「活動報告」中の「セミナー・研修会」に掲

載しています。

池上講師 受講の様子



12

◆　平成30年度下半期理事会報告

　第４回理事会

１　開 催 日　平成30年９月12日（水）

２　開催場所　青森市　ウェディングプラザアラスカ

３　出席状況　役員25名中20名出席（理事22名中18名出席）

４　議　　事

（1）行政座談会開催案について　

（2）第６回理事会、管理者研修会等の開催日程案について

（3）あおもり循環型社会推進協議への会費減額について

５　報告事項        

（1）上半期業務執行状況報告について

（2）退会届

　第５回理事会

１　開 催 日　平成30年11月６日（火）

２　開催場所　青森市　ウェディングプラザアラスカ

３　出席状況　役員25名中20名出席（理事22名中19名出席）

４　議　　事

（1�）平成31年３月理事会の開催日程について

（2）新年会及び青森県褒賞等受賞祝賀会について

（3）役員改選手続き・スケジュールについて

５　報告事項

（1）行政座談会について

（2）管理者研修会について

（3）退会届について
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　 第６回理事会

１　開 催 日　平成31年１月25日（金）

２　開催場所　青森市　国際ホテル

３　出席状況　役員25名中17名出席（理事22名中15名出席）

４　議　　事

（1）新規加入会員の承認について

　　　�株式会社三共が、新規会員として承認されました。

（2）2019年度第１回理事会、第２回理事会及び通常総会の開催日程案について

５　報告事項

（1）管理者研修会の進行について

（2）新年会・受賞祝賀会の進行について

◆　平成30年度支部長・支部事務局担当者会議
　　　１　開 催 日　平成30年11月６日（火）

　　　２　開催場所　青森市　ウェディングプラザアラスカ

　　　３　出 席 者　支部長、支部事務担当者９名

　　　　　　　　　　事務局　山田専務・中嶋事務局長ほか１名

　　　４　議　　事

　　　　(1)　平成30年度今後の支部実施事業について

　　　　(2)　平成31年度支部実施事業計画（案）について

　　　　(3)　平成31年度支部事業予算（案）について

　　　５　報告事項

　　　　(1)　役員改選手続き・スケジュール等について

　　　　(2)　協会と環境産業連絡会との委託契約事務

　　　　(3)　支部担当事務ローテーションについて
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◆　総務企画委員会
  □　平成30年度第１回総務企画委員会　         

　　　１　開 催 日　平成31年１月25日（金）

　　　２　開催場所　青森市　国際ホテル

　　　３　出 席 者　委　　員  ８名     

　　　　　　　　　　事 務 局  山田専務、中嶋事務局長

　　　４　議　　事

　　　　 (1)　2019年度事業計画（案）について　　　　 

　　　　 (2)　2019年度収支予算（案）について　

◆　労働安全衛生委員会
  □　平成30年度第２回労働安全衛生委員会

　　　１　開 催 日　平成31年２月６日（水）

　　　２　開催場所　青森市　ウェディングプラザアラスカ

　　　３　出 席 者　委　　員　６名

　　　　　　　　　　事 務 局　山田専務、中嶋事務局長

　　　４　議　　事

　　　　（1)　労働災害防止計画（案）について
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支　部　名 実　施　日 パトロール実施地域
東青支部
（支部長　嶋中　一）
　支部参加人数20名

11月８日(木） ・青森市
　・岩渡、細越、熊沢
　・野木和公園～五所川原線
　・高田、浪岡
　・清水川、滝沢、野内
　・月見野、梨ノ木、幸畑

中弘南黒支部
（支部長　工藤　昭義）
　支部参加人数19名

９月26日(水） ・弘前市
・平川市

三八支部　
（支部長　小林　一豊）
　支部参加人数25名

11月８日(木） ・八戸市（鮫、美保野）

上十三支部
（支部長　岡田　寛紀）
　支部参加人数28名

７月20日(金） ・野辺地町、横浜町、六ヶ所村
・三沢市、七戸町、東北町
・十和田市、六戸町、おいらせ町

支部だより
 ◆　平成30年度不法投棄防止監視パトロールの実施
　不法投棄防止のための監視と併せ、実際に不法投棄が行われている現場を早期に発見把握
するため、当協会各支部ごとに関係機関と連携を図りながら、不法投棄が行われるおそれの
ある地域に対して監視パトロール活動を実施しました。

◆　平成30年度解体工事現場パトロールに参加

　当協会支部は、青森県等が解体工事現場に対して実施する「建設リサイクル法に関する一
斉パトロール」に参加し、解体廃棄物の適正処理について普及啓発を行っています。

【秋期】

東 青 支 部

【青森県主催】
　・　実 　施　 日　　平成30年11月２日（金）
　・　実 施 場 所　　平内町
　・　支部参加人数　　２名

【青森市主催】
　・　実　 施 　日　　平成30年10月16日（火）
　・　実 施 場 所　　青森市（富田、千刈、合浦ほか）
　・　支部参加人数　　２名

西 北 五 支 部

【青森県主催】
　・　実　 施　 日　　平成30年10月17日（水）
　・　実 施 場 所　　つがる市、鶴田町
　・　支部参加人数　　２名
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◆   平成30年度各支部実務担当者研修会の開催
　当協会会員事業所において廃棄物処理の実務に従事している職員の業務処理能力のレベル
アップ、労働安全意識の向上、関係法令遵守意識の向上などにより資質の向上を図るという
趣旨の下、各支部においてそれぞれテーマを設け、実務担当者研修会が開催されました。

１　東青支部
　○　開 催 日　平成30年12月21日（金）
　○　開催場所　ウェディングプラザアラスカ
　○　出席者数　40名
　○　テーマ及び講師　　
　　　　テーマ　「改正廃棄物処理法の概要」
　　　　講　師　青森県環境保全課　廃棄物・不法投棄対策グループ
　　　　　　　　総括主幹　一戸　卓也　氏

２　中弘南黒支部
　○　開 催 日　平成30年10月17日（水）
　○　開催場所　弘前文化センター
　○　出席者数　20名
　○　テーマ及び講師
　　　　テーマ　「産業廃棄物行政について」
　　　　講　師　青森県中南地域県民局環境管理部　部長　　　原　　隆文　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総括主幹　佐々木真一　氏
　　　　テーマ　「働き方改革全般について」
　　　　講　師　青森県働き方改革推進支援センター　アドバイザー
　　　　　　　　社会保険労務士　工藤　禎志　氏

３　西北五支部
　○　開 催 日　平成30年11月28日（水）
　○　開催場所　ホテルサンルート五所川原
　○　出席者数　27名
　○　テーマ及び講師　　
　　　　テーマ　「働き方改革について」
　　　　講　師　司労働安全コンサルタント　代表　小鹿　　司　氏

４　三八支部
　○　開 催 日　平成30年12月11日（火）
　○　開催場所　八戸プラザホテル
　○　出席者数　59名（ほかに岩手県協会16名）
　○　テーマ及び講師　　
　　　　テーマ　「職場としてのメンタルヘルス対応とハラスメント対策」
　　　　講　師　島守経営労務事務所　代表　島守　雅之　氏

５　上十三支部
　○　開 催 日　平成30年11月27日（火）
　○　開催場所　サン・ロイヤルとわだ
　○　出席者数　22名
　○　テーマ及び講師　　
　　　　テーマ　「働き方改革について」
　　　　講　師　青森県働き方改革推進支援センター　アドバイザー
　　　　　　　　社会保険労務士　西塚　洋和　氏
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青年部会だより
環環境学習支援事業

　青年部会では、小学生を対象にした環境学習支援事業を実施しています。

　内容は、

　○　「木くず破砕機」又は「紙くずシュレッダー」による実演

　○　地球温暖化の原因や課題、リサイクル等に関する環境クイズ

　○　紙のリサイクルに関するDVD

などとなっています。今年度は、３小学校において実施しました。

【弘前市立自得小学校】
・　実 施 日　平成30年９月28日（金）
・　参加人数　児　童　36人（４年生～６年生）
　　　　　　　教　員　３人

【八戸市立町畑小学校】
・　実 施 日　平成30年10月23日（火）
・　参加人数　児　童　28人（４年生）
　　　　　　　教　員　２人

【青森市立筒井南小学校】
・　実 施 日　平成30年11月12日（月）
・　参加人数　児　童　60人（４年生）
　　　　　　　教　員　４人



18

環境クイズ出題　自得小学校

雨の中、木くず破砕機の実演　筒井南小学校

木くずを手で触って　自得小学校

紙シュレッダーの説明　町畑小学校 エコパン、クイズの答間違えた？　町畑小学校

人気者のエコパン　筒井南小学校

環境学習支援事業の状況
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◆    平成30年度青年部３県交流会

　平成30年10月26日（金）、北東北３県（青森県、岩手県、秋田県）による「平成30年度

青年部３県交流会」を開催しました。当協会からは16人が参加しました。

  秋田県が幹事県となり、大仙市に所在する公共関与により設置した秋田県環境保全センター

を視察研修した後、交流会では、各県の産廃業情勢等を語り合うなど、有意義な交流会でし

た。

最終処分場見学

山本部会長、大きく振りかぶって…

管理室での説明

芸達者で盛り上がっています
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あおもり循環型社会推進協議会だより

 ◆　平成30年度不法投棄防止撤去推進キャンペーンの実施

　あおもり循環型社会推進協議会から当協会に対する依頼事業として、協会関係支部と各地
域県民局環境管理部、関係市町村及び地域住民との協働により、下記のとおり実施しました。

　【上十三支部】
　　実 施 日　平成30年10月２日（火）
　　実 施 場 所　三沢市天ヶ森地区
　　廃棄物の種類　廃プラスチック、木くず
　　処 理 量　2.38トン
　　参 加 人 数　�県環境保全課職員３人、三八地域県民局環境管理部職員４人、
　　　　　　　　　三沢市職員４人、支部会員25人、協会本部職員２人
　　　　　　　　　合計38人

　【東青支部】
　　実 施 日　平成30年10月３日（水）
　　実 施 場 所　外ヶ浜町平舘磯山地区
　　廃棄物の種類　漁具類、廃家電等
　　処 理 量　3.48トン
　　参 加 人 数　�地域住民15人、県環境保全課職員２人、
　　　　　　　　　東青地域県民局環境管理部職員４人、外ヶ浜町職員４人、
　　　　　　　　　支部会員46人、協会本部職員１人
　　　　　　　　　合計72人

　【下北支部】
　　実 施 日　平成30年10月５日（金）
　　実 施 場 所　むつ市関根出戸川目地区
　　廃棄物の種類　廃家電、木くず等
　　処 理 量　11.03トン
　　参 加 人 数　�地域住民３人、県環境保全課職員２人、
　　　　　　　　　下北地域県民局環境管理部職員２人、むつ市職員２人、
　　　　　　　　　支部会員16人、協会本部職員２人
　　　　　　　　　合計27人
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畳とガラス戸（三沢市天ヶ森地区）

テレビ、洗濯機、タイヤなどなど
（むつ市関根出戸川目地区）

人力で運んでショベルローダーへ（三沢市天ヶ森地区）

漁網の撤去（外ヶ浜町平舘磯山地区） きれいな海辺に戻りました（外ヶ浜町平舘磯山地区）

不法投棄禁止の看板はあるのですが
（むつ市関根出戸川目地区）
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 ◆　「リサイクル産業支援セミナー」の開催

　このセミナーは、資源の循環的な利用と廃棄物の減量を促進するとともに、県内のリサイ

クル産業の育成を図るため、資源循環産業の現状と展望等に関する情報を提供する趣旨で、

青森県（環境生活部環境政策課）とあおもり循環型社会推進協議会の共催により開催してい

るものです。

　１　開 催 日：平成30年12月14日(金)

　２　開催場所：青森市　国際ホテル

　３　講　　師：環境省環境再生・資源循環局総務課リサイクル推進室

　　　　　　　　　室長補佐　金子　浩明　氏

　４　テ ー マ：プラスチックを取り巻く国内外の状況

　金子講師から、資料を使って次のことについて講演していただきました。

・国際的な資源循環の取組み

・海洋プラスチック問題

・我が国における資源循環の取組み

　※�当日、配付した資料は、協会ホームページ「活動報告」中の「セミナー・研修会」に掲載

しています。

金子講師 聴講の様子
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行政情報などお役立ち情報・気になる情報

◆　青森県建設系廃棄物適正処理推進行動指針

　青森県、青森市、弘前市及び八戸市の関係課並びに関係団体で構成する「青森県建設系

廃棄物適正処理推進会議」が、平成30年12月に「青森県建設系廃棄物適正処理推進行動指

針」を策定しました。その概要は、次ページのとおりです。行動指針の全文は、協会ホーム

ページの「行政・連合会からのお知らせ」に掲載しています。

◆　産業廃棄物業界の現状把握のためのアンケート調査結果について

　青森県環境保全課が、産業廃棄物業界の労働力不足対策に向けた取組を検討するため、当

協会協会員を対象に実施したアンケート調査結果を協会ホームページの「行政・連合会から

のお知らせ」に掲載しています。

　調査結果では、現状と課題について、概ね次のとおり整理しています。

①�大部分の回答者が、求人に対して応募がない又は少ない、と人手不足であるという認識を

有している。

②�人手不足と感じている職種として、現場作業員、技術者・有資格者が多い。また、多くの

回答者が若年層の不足を感じている。

③�人手不足の要因として、有資格者や新規採用者等の人材確保が困難であるほか、職業とし

ての魅力の低さ、賃金その他の労働環境に関する問題等が考えられるとしている。

④多くの回答者が高齢化、技術・知識の継承の問題、施設の老朽化を課題として認識している。

　�　これらの調査結果を踏まえ、県では業界のイメージアップ不足などの課題への対応は、

行政においても考えていく必要があるとしています。

◆　太陽光発電設備のリサイクル等の推進に向けたガイドライン
　　（第二版）について

　環境省では、太陽電池モジュールの適正なリユース、リサイクル、処分の確保のため、平

成29年９月の総務省勧告や平成30年に発生した災害対応などを踏まえ、平成28年３月に策定

したガイドライン第一版の内容を見直しました。第二版は、協会ホームページの「行政・連

合会からのお知らせ」からも閲覧できます。
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事務局だより

◆　排出事業者責任の再確認

　無許可解体業者による建設廃棄物の不法投棄事件や廃棄物処理業者による食品廃棄物の不

正転売事件を契機として、環境省から排出事業者責任の重要性が注意喚起されたところです。

　排出事業者から処理委託を受ける際に、排出事業者の理解を得るために、今一度、確認し

ておきましょう。

　排出事業者は、処理を委託したからといって、処理責任を免れるわけではなく、措置命令

の対象となったり、罰則を受けることがあります。

１　次のような場合には、県等から支障の除去等の措置命令を出されることがあります。

　①　許可を受けていない業者に廃棄物処理を委託した場合。

　②　処理業者と適正な委託契約を結んでいなかった場合。

　③　マニフェストの交付、保存等の義務を果たしていなかった場合。

　④　マニフェストが期限内に返送されてこなかったのに、適切な措置を講じなかった場合。

　⑤　�返送されてきたマニフェストに虚偽の記載があったのに、適切な措置を講じなかった

場合。

　⑥　著しく安い処理料金で委託した場合。

　⑦　�委託した業者が不適正な収集、運搬、保管、処分を行うことを知っていた又は知るこ

とができた場合。

２　上記１の①～③の場合は、懲役刑又は罰金刑の対象となることがあります。
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◆　産業廃棄物処理業における労働災害の発生状況（青森労働局提供）
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◆　安全衛生活動の現状調査結果

　�　平成30年11月に正会員（310会員）を対象に実施したアンケートの結果は、次のとおり
でした。

（注）①労働災害の件数は、産業廃棄物業界全体の数である。
　　　②労働災害の目標件数は、平成29年～平成31年の平均値である。

項　　　　目 ２９年度実績 ３０年度目標 ３０年度実績
アンケート回答数 ２６９会員 ２７９会員 ２９１会員
協会の安全衛生事業を認知 １７９　　 １８９　　 ２４２　　
連合会の提供支援ツールを認知 １１８　　 １２７　　 １５１　　
安全衛生パトロールを実施 １９８　　 １８９　　
ヒヤリ・ハット活動を実施 １６６　　 １８１　　
リスクアセスメントを実施 １０９　　 １３３　　
安全衛生規程を作成 　８８　　 　８５　　
安全衛生管理体制を構築 ２２２　　 ２４８　　
労　働 ４日以上の休業災害数 　　７　　 ３１年　９
災　害 死亡災害数 　　０　　 ３１年　０

◆　ヒヤリ・ハット事例
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ここが安全作業のポイント
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◆�　電子マニフェスト操作体験セミナーの開催
         　　　　
　　○　開 催 日　　平成30年８月20日（水）
　　○　開催場所　　キャノンＭＪ青森ビル
　　○　概　　要　
　　　　　　　　　　講　　師　　（一社）福島県産業廃棄物協会　業務主任　中村　英猛　氏
　　　　　　　　　　参 加 者　　20名
　　　　　　　　　　配付資料　　電子マニフェストガイドブック
　　　　　　　　　　　　　　　　電子マニフェストをはじめよう
　　　　　　　　　　　　　　　　今日からはじまる電子マニフェスト（ＷＥＢ方式）

◆　「産業廃棄物等処理業の許可申請に関する講習会」等の開催
　
　（公財）全国産業廃棄物処理振興センターが実施する講習会が次のとおり開催されまし
た。
　当協会では、これらの講習会の実施に当たり、受付、会場の設定などの支援協力を行って
います。

　◎　�「産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物処理業の許可申請に関する講習会（新規）」
　　　（収集・運搬課程）
　　　　○　開 催 日　　平成30年９月６日（木）～９月７日（金）
　　　　○　開催場所　　ウェディングプラザアラスカ

　◎　�「産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物処理業の許可申請に関する講習会（更新）」
　　　（処分課程）
　　　　○　開 催 日　　平成30年10月30日（火）～31日（水）
　　　　○　開催場所　　ウェディングプラザアラスカ

  ◎　「特別管理産業廃棄物管理責任者に関する講習会」
　　　　○　開 催 日　　平成30年11月27日（火）　　
　　　　○　開催場所　　ウェディングプラザアラスカ

　◎　�「産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の許可申請に関する講習会（更新）」
　　　（収集・運搬課程）　　
　　　　○　開 催 日　　平成30年11月28日（水）
　　　　○　開催場所　　ウェディングプラザアラスカ

　 産業廃棄物の収集運搬業及び処分業の許可の有効期限は５年です。有効期限内に
更新申請手続きを行わなければ、許可が失効します。更新許可申請に当たっては、
関係する許可申請に関する講習会の修了証の添付が必要です。
　講習修了証の有効期限は、講習会修了の日から起算して
  　○新規講習会修了証については５年　　○更新講習会修了証については２年
です(都道府県・政令市により異なる場合があるので、あらかじめ関係する行政機関
に確認して下さい）。
　当協会では、会員の皆さんに対して、青森県、青森市、八戸市、他県等から受け
た許可に関して許可期限の６か月前到来の時点で、その旨及び許可講習会の受講が
必要であることや更新手続きなどについて、文書によりお知らせしています。

 許可期限の確認と許可講習の受講は早めに
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◆　「会員名簿」記載事項届けのお願い
　◇　会員名簿記載事項等に変更があった場合の連絡(届出)方について
　　�　会員名簿に記載されている事業所名、代表者名等に変更があった場合には、「変更

届」の様式により協会事務局あてFAX等にてご連絡いただきますようお願い致します。
　◇　【協会事務局あてにご連絡いただきたい場合】
　　■　事業所の名称、代表者名、事業所所在地の変更があった場合
　　■　産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物処理業の許可内容に変更があった場合
　　■　新規に許可を取得した場合及び許可品自に変更があった場合
　　　※ この場合には、新しい許可証の写しを併せてお送り下さい。

『ご注意ください！！』
　代表者の変更等、廃棄物処理法施行規則に定める事項の変更があった場合には、
協会への連絡ばかりでなく、許可権者（許可を受けている行政機関）への届出が必
要です。
　行政機関への変更届けは、定められた様式により行うこととされていますので、
許可に係る行政機関のホームページ等でご確認下さい。

◆　新規入会会員の紹介
　�　下記の新規入会者が、理事会において了承されました。
【中弘南黒支部】

　○　会員区分　　　賛助会員
　○　業務形態　　　産業機械修理業等
　○　住 所 等    〒038-3672　弘前市大字境関1-2-7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎　　0172-27-6363
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　0172-26-0088

事業所・代表者名　　　株式会社 三共（代表取締役　岡 護）
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◆　ご活用ください！！「防災協定に関する証明書」・「社会貢献に
　　関する証明書」
            ～公共事業に係る経営事項審査の加点対象になります～
　○　「防災協定に関する証明書」について
　　�　当協会では、大規模災害時の廃棄物処理に関し、平成20年３月19日付けで青森県知事

との間で
　　　　大規模災害時における災害廃棄物の処理等に関する協定
　　を締結しております。　
　　�　これにより、当協会の会員であり、災害応急活動等に従事する者であることが証明さ

れれば、公共工事に係る経営事項審査において加点対象となることができます。
　　�　会員の皆さまは、当協会に対する証明書発行依頼書の提出に基づいて協会が交付する

証明書により、この制度を活用することができます。

　○　「社会貢献に関する証明書」について
　　�　前記の証明書のほか、協会では平成24年11月以降、「社会貢献に関する証明書」の交

付事業も行っています。
　　�　この証明書は、当協会主催の「不法投棄防止のための監視パトロール事業」及び「あ

おもり循環型社会推進協議会」主催の「不法投棄防止撤去推進キャンペーン事業」（社
会貢献活動事業）に参加した会員の皆さまに対して、同証明書の発行依頼書の提出に基
づいて交付しているものです。

　　�　この証明書の交付を希望される場合には
　　　・�　協会主催で行う「不法投棄防止のための監視パトロール事業」に係る証明書の交

付依頼については「産廃協会用様式」
　　　・�　あおもり循環型社会推進協議会の主催で行う「不法投棄防止撤去推進キャンペー

ン」に係る証明書の交付依頼については「循環協用様式」
　　�により、当協会事務局に提出して下さい（当協会は、循環協事務局を兼務しております）。

　上記二つの証明書の交付依頼様式及び記載要領は、当協会ホームページの「会員
専用ページ」に掲げていますのでご覧下さい。また、それぞれの書類様式は、ダウ
ンロードできますのでご活用下さい。

『 広 告 掲 載 の お 願 い 』
　「さんぱいあおもり」の広告掲載を募集しています。貴社のＰＲや営業内容な
ど、イメージアップにご利用下さい。
■　広告料（年２回分）　Ａ４　　１／２、途中掲載にかかわらず一律２万円
■　広告内容　　　　　　各社において自由にデザインし、レイアウトを作成
【申し込みの期限・方法】
　　１　協会事務局までご一報下さい。広告掲載は、31年夏号（８月末発行）　　
　　分からになります。
　　２　お申し込みは、今年の８月上旬まで可能です。
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《マニフェスト・電子マニフェスト産業廃棄物送り状》 購入申込書 
 
FAX：０１７－７２１－３８３８ 
 
①業種（該当する箇所に○をつけて下さい） 

建設業 ・ 製造業 ・ 医療、福祉 ・ 自治体 ・ 産廃処理業 ・ その他 
 
②産業廃棄物管理票       発行元：(公社)全国産業廃棄物連合会 

マニフェストの種類・価格（税込） 数量 箱番号（※協会記入欄） 

産業廃棄物 
マニフェスト 

【直行用】 7 枚綴 

単票・手書き用 
１セット・100 部  2,500 円 

 
ｾｯﾄ  

連続票・パソコン用 
１ケース・500 部  12,500 円 

 
ｹｰｽ  

産業廃棄物 
マニフェスト   

【積替用】 8 枚綴 

単票・手書き用 
１セット・100 部  2,500 円 

 
ｾｯﾄ  

連続票・パソコン用 
１ケース・500 部  12,500 円 

 
ｹｰｽ  

 
③建設系廃棄物マニフェスト   発行元：建設六団体副産物対策協議会 

マニフェストの種類・価格（税込） 数量 箱番号（※協会記入欄） 

建設系廃棄物 
マニフェスト 

単票・手書き用 
１セット・100 部  2,500 円 

 
ｾｯﾄ  

連続票・パソコン用 
１ケース・500 部  12,500 円 

 
ｹｰｽ  

 
④電子マニフェスト産業廃棄物送り状 

販売単位・価格（税込） 数量 

電子マニフェスト送り状 【4 枚複写】 １セット・100 部  1,000 円 ｾｯﾄ 

 
申 込 日 ： 平成   年   月   日 
 
住  所 ： 〒     －      
 
                         
 
                         
 
会 社 名                     
 
代表者名                     
 
担当者名                     
 
電話番号                     
 
 

一般社団法人青森県産業廃棄物協会 
〒030-0802 青森市本町 5-5-21 青森県農業共済会館 2F 

TEL 017-721-3911 ・ FAX 017-721-3838 

 

 
振替払込請求書兼受領証 

 
貼り付け欄 

 
 

【代金振込先】 
ゆうちょ銀行振替口座 

 

口座番号 02250-8-116923 
加入者名(一社)青森県産業廃棄物協会 
 
※振込手数料は、購入者負担でお願いし

ます。 
 
※マニフェスト発送料は、着払いです。 
 
※マニフェストは原則、返品・交換いた

しませんので、注文の際は、ご注意く

ださい。 
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廃棄物の「不法投棄」は、廃棄物処理法により禁止されています。 

不法投棄をした場合、 

５年以下の懲役又は１,０００万円（法人は３億円）以下の罰金 

に処せられるなど、厳しい罰則が設けられています。 

 

 

● 「不法投棄」に関する通報や問い合わせは、お近くの地域県民局、または、市町村役場へ 

 東 青 地 域 県 民 局 環 境 管 理 部 
青森市長島 1- 1- 1 青森県庁東棟 4階 

ＴＥＬ ０１７－７３４－９１８５ 

 中 南 地 域 県 民 局 環 境 管 理 部 
弘前市蔵主町 4 弘前合同庁舎 1階 

ＴＥＬ ０１７２－３１－１９００ 

 三 八 地 域 県 民 局 環 境 管 理 部 
八戸市尻内町鴨田 7 八戸合同庁舎 2階 

ＴＥＬ ０１７８－２７－５１１１（代表） 

 下 北 地 域 県 民 局 環 境 管 理 部 
むつ市中央 1- 1- 8 むつ合同庁舎新館 1階 

ＴＥＬ ０１７５－３３－１９００ 

 青森県環境生活部環境保全課 
青森市長島 1- 1- 1 青森県庁北棟 7階 

ＴＥＬ ０１７－７３４－９２４８ 

※中核市（青森市、八戸市）内の「不法投棄」に関する通報や問い合わせは、それぞれの市へ 

青森市（廃棄物対策課） ＴＥＬ ０１７ー７２３ー５３７１ 
八戸市（環境保全課）  ＴＥＬ ０１７８ー５１ー６１９５ 

 

まもる、つなぐ、ふるさとの環境 

この印刷物は 4,200部作成し、経費は１部当たり 2.7円です。 

廃棄物は適正に処理しましょう。廃棄物は適正に処理しましょう。



後 － 1

本社　〒031-0023 八戸市是川字金ケ坂18

      ☎0178-44-2624
工場　〒039-1103　八戸市長苗代字内舟渡42-7
H P　http://www.daiichi-seisou.co.jp

■浄化槽保守点検・清掃 ■一般/産業廃棄物収集運搬 

■貯水槽清掃・水質検査 ■一般/産業廃棄物処分 

■排水管高圧洗浄・清掃 ■機密書類出張細断処理 

■下水道管渠清掃      ■PETボトル再資源化処理 

■濃度計量証明事業   ▶ISO14001認証取得 

 

地 球 は み ん な の 宝 物
・解体工事　・産業廃棄物処理業（再資源化、中間処理）　・産業廃棄物収集運搬業
・一般貨物自動車運送事業　・破砕施設（処理能力 木くず178.2トン)・焼却施設・切断施設
・一般廃棄物処理業（食物残渣に限る。）　・生ごみリサイクル、堆肥製造販売
すべてに安全を追求した
　　　信頼できるリサイクル （特許庁登録商標　大地の恋人　商願２００５―１１６８２８）

北砲興発株式会社
代表取締役　濱田恵一

本社・黒石工場　〒036-0514　青森県黒石市富田１４２番地
ＴＥＬ　0172（52）5847
ＦＡＸ　0172（53）5206

青 森 工 場　〒038-1324　青森県青森市浪岡大字吉内字杉の沢１―７５
食物残堆肥化工場



後 － 2

●総合建設業
●解体工事業
●産業廃棄物収集運搬及び処分業

産業廃棄物最終処分場(管理型)
許可番号　00231115450　00281115450
扱い品目
産業廃棄物
　燃え殻、汚泥、廃油(タールピッチ類に限る)、紙くず
　廃プラスチック類、動植物性残さ、金属くず、繊維くず
　木くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず
　鉱さい、ゴムくず、がれき類、ばいじん、13号廃棄物
特別管理産業廃棄物
　廃石綿等

埋立地面積：83,200㎡　埋立容量：1,664,000㎥

株式会社ウィズウェイストジャパン

本　　　社　埼玉県さいたま市大宮区大成町二丁目224番地1　TEL 048-668-1414 FAX 048-665-4801
三戸事業所　青森県三戸郡三戸町大字斗内字立花71番1　　　 TEL 0179-20-3022 FAX 0179-20-3023
※お問い合わせは三戸事業所までお願いします。　      ホームページ http://www.withwaste.jp

廃棄物を通じて社会に貢献



後 － 3

環 境 技 術 株 式 会 社

環境、社会は人と人との支えあい
人と自然の調和する豊かな社会を求めて！

　

〒039－1168  八戸市八太郎六丁目12番４号
☎0 1 7 8 － 2 0 － 2 6 6 6

代表取締役　倉　成　　　諭

http://www.kankyougijutsu.co.jp

ISO 14001・2015 取得
ISO 9001・2015 取得

・特 　 　 定 　 　 建 　 　 設 　 　 業
・解体工事業　・砕石杭地盤改良工事



後 － 4

一般区域貨物運送事業　産業廃棄物処理業　解体工事業

代表取締役　　菊　池　秋　彦
むつ市横迎町２－12－３　TEL （0175）23－0202㈹　FAX （0175）22－3693

菊池トラック㈱

■ 特定建設業　　■ 産業廃棄物処理業　　■ 一般運送業



後 － 5

株式会社 青森資源 

“限りある資源を大切に” 
金属と自動車の総合リサイクル業 

 

代表取締役  加賀谷 栄徳 
青森県青森市駒込桐ノ沢121-3 

 TEL 0120-8919-82 FAX 017-741-5256 
http://aomorishigen.com 

地球にやさしい青森県 
   推進事業所 
登録番号 第05-0094号 

   優良認定 
  ■産業廃棄物処分業                ■産業廃棄物収集運搬業（青森市） 
  ■特別管理産業廃棄物収集運搬業（青森市）   ■産業廃棄物収集運搬業（青森県） 
  ■特別管理産業廃棄物収集運搬業（青森県） 
  その他許可一覧 
  ■フロン類回収業    ■引取業    ■解体業    ■破砕業    ■古物商 
 

㈱青森資源は産業廃棄物の収集運搬 
及び 

処分業許可優良認定事業所です 

優良 
産業廃棄 
物収集運 
搬業務 

鉄 

銅 

アルミ 

アルミ缶 

真鍮 

スチール 
  缶 

ペット 
ボトル 

リサイクル 
   品 

中古車 リサイクル 
 パーツ 

輸出 
業務 

自動車 
リサイクル 

業 

  
一般廃棄物 
収集運搬 

 業務 

   優良  
特別管理産 
業廃棄物収 
集運搬業務 

 
   優良 
産業廃棄物 
   処分業務 

エコアション 
  21取組 

あおもり 
エコ 

オフィス 
地球に 
やさしい 

青森県推進 
事業部 

ＣＳＲ 
取組 

健康宣言
取組 

女子活躍 
取組 

本     社  〒035-0011 青森県むつ市大字奥内字二又22番地
         TEL 0175-26-2188 FAX 0175-26-2189
青森営業所  〒030-0861 青森県青森市長島1丁目3番22号長和ビルA-205 
         TEL 017-718-4901  FAX 017-718-4902
むつ事業所 〒035-0011 青森県むつ市大字奥内字二又山1番地１
         TEL0175-26-2188 FAX0175-26-2189
浪岡事業所 〒038-1303 青森県青森市浪岡大字徳才子字山本105-59
         TEL0172-55-5705 FAX0172-55-5706

・燃え殻 
・汚泥 
・廃プラスチック
・紙くず   
・木くず
・繊維くず   
・動植物性残渣
・ゴムくず
・金属くず 
   

＜取扱品目＞

http://www.aomoriclean.co.jp/

管理型産業廃棄物最終処分場・産業廃棄物収集運搬業

地域とともに豊かな生活環境を守る

・鉱さい   
・がれき類
・家畜ふん尿   
・ばいじん
・13号廃棄物
・石綿含有廃棄物
・水銀使用製品産業廃棄物
・水銀含有ばいじん等
・廃石綿等【特別管理産業廃棄物】

（積替保管施設）

＜取扱品目＞

一般・産業廃棄物最終処分場・産業廃棄物収集運搬業

http://www.aom oriclean.co.jp/

・ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず



後 － 6

取締役社長　三　上　　裕　司



後 － 7

代表取締役 


